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はじめに 国民の健康と栄養調査 オントロジーの製作 進行中作業と今後の予定

栄養は健康を保つための重要
な要素である。栄養は十分摂
取できているか？アレルギー
など健康に影響を与える個人
差などが問われる。栄養学的
な研究には、信頼性の高い比
較可能な結果を得るため統一
された用語と適切な食品の記
述が必要であり、計算機で読
み取り可能な日本語の食品オ
ントロジーの構築が望まれる。

国民健康・栄養調査(NHNS)
は健康増進を促進するための
栄養摂取とスタイルの評価を
目的に、300地区3412世帯
の身体測定および血液検査に
よるデータ収集結果である。
ここに日本食品1630品目を
対象とし、大(穀類、豆類、
野菜類など)・中(米・加工品、
小麦・加工品など)・小(小麦
粉類、パン類など)の3段階で
分類されている。

NHNSがもともと階層的に分
類されていることを利用し、
適切なURIを使用してOWLで
記述した。これをFGNHNSの
α版としてOWLで記述し
BioPortalに収載し公開した。

本データのキュレーション
国内関連情報との統合
Wikidataとの関連付け
NCBI Taxonomy IDの追記
FoodOnとの連携
食物アレルギーとの関連付け
他の生命情報データとの関連
付け
本オントロジーを用いたアプ
リケーション作成
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rdfs:label
“Cerials”@en ,
“穀類”@ja .

rdfs:label
“Rice and rice products”@en ,
“米・加工品”@ja .

rdfs:label
“Rice”@en ,
“米”@ja .

rdfs:label
“<Cooked paddy rice> Well-milled rice”@en ,
“精白米めし”@ja .

fgnhns:synonym “ごはん”@ja . を追加すべき
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FGNHNS α版としてBioPortalに登録
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